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第１章 世界の形成 1.文明の発生とオリエント世界 (1)先史時代 
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世界史 新基礎演習 

文明の発生とオリエント世界 

 

§１ 先史時代 

人類の進化 

現在，最古の人類とされているのは，約 450万～200万年前にあらわれた猿人である。 
→直立二足歩行を特徴とする。 
猿人→原人→旧人→新人(現生人類)の順に変化した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

旧石器時代と新石器時代 

 旧石器時代 新石器時代 

生活手段 採集・狩猟・漁労→獲得経済 農耕・牧畜が始まる→生産経済 
住 居 高地を移動。洞窟生活 低地に定住。竪穴住居 
道 具 打製石器・骨角器 磨製石器・土器 
社会生活 原始的社会集団(ホルド) 氏族社会(血縁関係中心の構成) 

 
 

農耕の発達と国家の形成 

１ 農耕の発達 
(1) 原始農耕…前 7000年ころ，ジャルモ(イラク)・イェリコ(パレスチナ)で農耕開始。 
(2) 大集落(家族単位)の発生…青銅器時代へ。→鉄器の発明。→潅漑農業の開始。 

２ 部族の形成から国家の成立 
(1) 部族の形成…有力氏族が他の氏族を従えて部族を形成。 
(2) 階級の発生…支配・被支配の階級関係が発生。→王―貴族―平民―奴隷。 
(3) 国家の成立…階級支配の国家が成立。→初期は小領域の都市国家(部族国家)。 

→国家(都市国家の統合)の登場。 
(4) 文字の発明…政治・徴税・宗教上の必要から文字が発明された。 
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人　　類

猿人 アウストラロピテクス群 南アフリカ 打製石器(礫石器)

発見地

原人

ジャワ原人
(ピテカントロプス)

北京原人
(シナントロプス )

ハイデルベルク人

ジャワ島
トリニール

北京郊外の
周口店

ドイツ

ドイツ

フランス

イタリア

東南アフリカ

北京

握斧(ハンド＝アックス)
や火の使用

剥片石器・埋葬の習慣

石刃石器・骨角器・
細石器・弓矢の発明・
洞窟絵画

ネアンデルタール人旧人

新人

クロマニョン人

グリマルディ人

ボスコップ人

周口店上洞人

文化・技術

古
生
人
類

現
生
人
類

4 5 0万年前

70～4 0万年前

2 0万年前

4万年前


